
磐田市 市広報紙及び YouTube を用いた水道管耐震化広報活動

代 表 部 署 磐田市 環境水道部 上下水道工事課・ 上下水道総務課

電 話 番 号 0538-58-3282・ 0538-58-3082

E - M a i l jogesui-koji@ city.iw ata.lg.jp・ jogesui-somu@ city.iwata.lg .jp

分 野 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 令和 1 年 7 月 終了

連 携 先 －

契 機

・ 多く の水道管が耐用年数の 40 年を超えた老朽管であり 、早急な更新工事が

必要である。

・ 耐震化工事の重要性について、 市民へ十分な周知がされていない。 工事に

伴う 交通規制・ 振動・ 騒音などへの理解や協力を求める必要がある。

内 容

１ ． 市広報紙（ 広報いわた） による情報発信

・ 毎年１ 回、「 水道管耐震化」 をテーマとした特集記事を作成。

耐震化工事の重要性を周知する。

・ 全戸配布及び市役所・ 各支所、 交流センター、 市立図書館、 磐田市情報

館（ ららぽーと磐田内） 等で配布。

２ ． 水道管耐震化広報動画（ YouTube） の作成

・ 磐田市公式YouTube チャンネル「 Iwata TV」 にて公開。

・「 Iwata TV」 で公開することにより 、若者世代を中心とした市民全体への

情報周知を図る。

・ 子供にも分かりやすい内容で、 水道に関する知識の敷居を下げ、 理解度

向上を狙う 。

成 果

１ ．「 広報いわた」 令和元年 7 月号、 令和 2 年 8 月号、 令和 3 年 7 月号へ

掲載。（ ※市ホームページにバッ クナンバーを掲載しています）

２ ． 令和 4 年 1 月公開。

課 題

・ より効率的な情報発信方法の検討。

・ SNS などを利用した情報発信など、 多様化する情報社会に沿った情報発信

ツールの活用。

今後の予定 今後も水道管耐震化広報活動を継続予定。
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（ 動画サムネイル）

【 第 1 弾】 令和４ 年１ 月７ 日公開（ 水道管の耐震化等について）

磐田市公式 YouTube チャンネル「 Iwata TV」 にて、 水道事業啓発動画

を公開しています。「 耐震化の PR」「 行政っぽく ない」「 幅広い世代が楽

しむことができる」 をキーワード に、 スト ーリー仕立ての戦隊ヒーロー

動画「 水道戦隊ウォーター」 を製作しました。

動画 URL［ https://youtube.com/watch?v= 1WdK3AMZIuY ］

← スマート フォン、タブレッ ト はこちらから
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磐田市 上下水道料金のスマート フォン決済開始

代 表 部 署 磐田市 環境水道部 上下水道総務課

電 話 番 号 0538-58-3082

E - M a i l jogesui-somu@ city.iwata.lg.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和４ 年１ 月 終了

連 携 先 ʷ

契 機

・ キャッ シュレス決済導入ニーズの高まり 。

・ 支払い方法の多様化への対応。

・ 非対面式支払いによる新型コロナウィ ルス感染症対策。

内 容

上下水道料金の支払い方法について、 従来の「 口座振替」 と 「 納入通知書に

よる窓口納付」 に加え、「 スマート フォン決済」 を導入する。

対応アプリがインスト ールされているスマート フォン等で納付書にあるバー

コード を読み取ることで、 簡単に支払いをすることができる。

手元に現金がなく ても、 対応アプリの残高があれば支払い可能。 また、 決済

事業者の制度により顧客がポイント 付与等の優遇措置が受けられる場合があ

る。

コンビニや金融機関窓口等に出向く 必要が無く 、 納付書があれば自宅や外出

先からでも利用可能。 また、 非対面で支払いを完結できるため、 セキュリテ

ィ 面の不安が無く 、 新型コロナウィ ルス感染症対策としても有効である。

［ 顧客への情報発信方法］

・ 市広報紙（ 広報いわた） への掲載

・ 市ホームページへの掲載

（ https://www.city.iwata.shizuoka. jp/kurashi_ tetsuzuki/jougesuidou/jousuidou/1001532.htm l）

成 果

・ 令和 4 年 1 月 4 日開始。
「 広報いわた」 令和 3 年 12 月号へ掲載。

・ 対応アプリ ： LINE Pay、 PayPay、 d 払い、 J-Coin、 au PAY

課 題 支払方法多様化への検討

今後の予定
多様化する料金の支払い方法について、 他事業体の状況や今後の社会
情勢の変化なども見ながら引き続き慎重に検討していく 。
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